
 

1　基本目標・施策分野の名称

施　策　分　野　評　価　シ　ー　ト

10年後のめざす姿
　町内の自然や文化資源、観光資源、特産品などがそれぞれ魅力的で際立ち、住民や来町者が充実した時間
を過ごすことができています。

基本目標 4 　つながりと活力にあふれるまち

観光情報サイト　アクセス数
24,269件
（令和元年度）

19,316件 21,420件 28,115件
37,760件
（　　　　　　）

指標名 現状値
実　績 令和7年度 目標値

（実績値）令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

施策分野 3 　観光・イベント

２　施策数値指標

さやま花多来里の郷入園客数
（カタクリ開花時期）

10,267人
（令和元年）

8,963人 5,574人 8,715人
11,000人
（　　　　　　）

一般財源 12,766 18,658 10,559

説明・コメント -

予　算　額

事業費/年度 令和３年度 令和４年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

0 0 0

都支出金 836 836 0

国庫支出金

地方債及びその他の特定財源 0 0 1,532

19,494 12,091 0 0

決　算　額

事業費/年度 令和３年度 令和４年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

施策の評価（分析）
（施策数値指標）さやま花多来里の郷入園客数は、新型コロナウイルス感染症の類型変更におけるマスクの着用・外出判断
は、個人の判断とされ、改善されてきていることが伺える。

地方債及びその他の特定財源 100 29 1,428

総事業費（計） 3,553 4,677 13,451 0 0

３　予算・決算の状況 　（単位：千円）

　（単位：千円）

都支出金 0 836 534

一般財源 3,453 3,812 11,489

国庫支出金 0 0 0

総事業費（計） 13,602

 



４　重点施策　　　　　　　　　　　　　　　　　 担当課 産業経済課

施策 1 　地域資源の充実・活用 基本構想・重視すべき視点 資源を磨き生活の質を豊かにする

年度 【進捗状況】（主な取組等） 【評価・査定】

令和６年度

令和７年度

令和３年度

ふるさと納税制度を令和３年１１月５日より開始し、返礼品を通じて、
町の魅力発信、知名度の向上、地場産業の振興、新たな財源確保を
図った。
また、地域資源の充実や活用を図るための方向性と施策を示すた
め、瑞穂町産業振興ビジョンを改訂した。

ふるさと納税返礼品事業を開始し、行政改革の
観点からも新たな財源獲得となり、大きな成果
である。地域資源に磨きがかかる事業となっ
た。

令和４年度

ふるさと納税返礼品の拡充を図るため、ポスターやチラシ、ホーム
ページによる広報活動を展開し、６０品目を認定した。（令和３年度４
５品目）。また、残堀川ふれあいイベントを新型コロナウイルス感染拡
大防止の対策を講じながら、開催規模の縮小や開催時間の短縮、会
場内の飲食禁止等、運営方法を見直ししながらイベント事業を実施
した。

「瑞穂町シティプロモーション基本方針」を踏ま
え、町内外に町の情報を発信し、町の持続的な
発展に寄与するとともに、関係人口・生産年齢
人口の増加に期待している。

令和５年度

ふるさと納税返礼品の拡充を図るため、ポスターやチラシ、ホーム
ページによる広報活動を展開し、7０品目を認定した（令和４年度６０
品目）。コロナ禍の行動制限緩和に伴いさくらまつりの代替事業（春
のみずほまるシェ）やサマーフェスティバル等、従来の企画を見直し
ながらイベントを再開した。近隣自治体と連携した観光施策や町外
でのイベントに積極的に参加し瑞穂町をＰＲしました。またドラマ等の
ロケーション誘致も行い、撮影で使われることで町の知名度向上が
図られた。

「春のみずほまるシェ」が開催されたが、これま
で、町の各種イベントに協力していた団体の皆
さんが高齢化することに伴い、これまでどおり
のイベント開催が難しくなる中で、知恵を出し合
い、さくらまつりに代わる新たなチャレンジとし
て事業を実施したことは評価できる。

担当課 産業経済課

町のイベントが新型コロナウイルス感染症の影
響で、中止となっている。情報発信については、
町公式キャラクターみずほまるを活用し、今後
もさらに発信力強化につながる見通しである。

令和４年度から設置された観光・プロモーショ
ン係を中心に、「みずほまる」を活用し、町の魅
力を発信、知名度向上に期待している。

令和５年度

観光パンフレットや観光情報サイト、マスコミを通して観光情報を発
信しました。また、「みずほまる」をラッピングしたインパクトのある庁
用車を制作し、町内外を走行する新たな情報発信ツールも開拓しま
した。その他、みずほまるの着ぐるみを活用し、さまざまなイベントに
参加をしながら観光情報を発信しました。

令和７年度

庁用車のラッピングについては話題となり、新
聞にも取り上げられるなど、効果的な情報発信
が身を結んだ結果である。町の知名度向上策と
しては大きな効果があった。

令和６年度

令和４年度

運用している観光情報サイトをスマートフォンに対応したパッケージ
に更新作業を行いました。また、公式キャラクター「みずほまる」を活
用して、動くＬＩＮＥスタンプや着ぐるみを製作し、発信力の強化を図
りました。また、町の知名度向上を図るための推進体制等を示した
「瑞穂町シティプロモーション基本方針」を策定しました。

施策 2 　観光情報の発信・イベント情報の充実 基本構想・重視すべき視点 資源を磨き生活の質を豊かにする

年度 【進捗状況】（主な取組等） 【評価・査定】

令和３年度

新たな情報発信ツールとして、町の公式キャラクター「みずほまる」を
活用したLINEスタンプやスタンディパネルの制作やナンバープレー
トデザインの募集を行い、発信力の強化を図った。
また、プロモーションの推進や町の魅力を伝える観光事業を展開す
るための方向性と施策を示すため、瑞穂町産業振興ビジョンを改訂
した。



№ 事務事業名 担当
令和5年度 令和6年度

当初予算額当初予算額 決算額

５　個別事務事業概要 （単位：千円）

42023,026 4,668

7,5939,736 8,783

1
観光振興事業・ふるさと納
税（寄付）返礼品提供事
業

産業経済課

事務事業名 担当
令和5年度

事務事業の概要
町内外への観光資源のアピール、地場産業を活かしたイベントを通じ交流人口を
増やすことで、地域の活性化を図り、観光振興を目指す。

№
令和6年度
当初予算額

12,762 8,783合　計　額 11,795

2
シティセールス・プロモー
ション事業

産業経済課

事務事業の概要
町の魅力を整理し、町内外に対して効果的にアピールできるよう瑞穂町シティプロ
モーション基本方針を令和４年度に定めるとともに、町のブランドイメージを定着さ
せることを目的とする。
　また、公式キャラクター「みずほまる」を活用した情報発信・ＰＲを行うことにより町
内外の知名度を上げるとともに、観光事業・観光誘客を含め、戦略的なシティプロ
モーション事業を展開する。

当初予算額 決算額


